

























のである（柏野・奥村 2012，保田ほか 2012a，2012b，2013，柏野ほか 2012a，2012b，
2013）。
コーパスへ文体情報を付与することの重要性は，EAGLES（1996）等で早くから議論され，
Lee（2001）によってThe British National Corpus（BNC）への付与が実現されている。また，
BCCWJに収録されるサンプルテキストの文体を計量的に考察する試みはすでにいくつか行














Classifying Writing Styles of Book Samples
柏野　和佳子






















（a）専門度  1 専門家向き，2 やや専門的な一般向き，3 一般向き，4 中高生向き，5 小学生・
幼児向き
（b）客観度  1 とても客観的，2 どちらかといえば客観的，3 どちらかといえば主観的，4 とて
も主観的
（c）硬度  1 とても硬い，2 どちらかといえば硬い，3 どちらかといえば軟らかい，4 とても
軟らかい
（d）くだけ度 1 とてもくだけている，2 どちらかといえばくだけている，3 くだけていない















































































































































































































































































































































































0.総記 　46 　9  12 　5 　9 　8  0  0 2  1 　1 　1
1.哲学 　75  17  20 　3  10  21  1  0 0  0 　1 　7
2.歴史  143  32  20  20  48  26  5  0 0  0 　0 　6
3.社会科学  355 112  68  10  66  54  3  0 0 13  17  31
4.自然科学  120  30  18  16  35  15  0  3 4  1 　1 　2
5.技術  180  18  22  57  71  13  0  1 1  3 　0  11
6.産業 　54 　8 　2  13  25 　5  0  0 0  1 　0 　3
7.芸術  177  45  18  59  35  12  0  0 0  0 　3  11
8.言語 　86  11  14 　1  39 　7  0 16 1  0 　0 　5
9.文学   339  77  25 　1  16  55  5  0 0  0 115  50
n.なし 　89 　9  10  30  26 　5  1  1 0  0 　3 　5
計 1664 368 229 215 380 221 15 21 8 19 141 132
柏野　和佳子
52 国語研プロジェクトレビュー　Vol.4 No.1 2013
●参照文献●
EAGLES（1996）EAGLES Preliminary recommendations on text typology, EAGLES document EAG–TCWG–














Lee, Y. D.（2001）Genres, registers, text types, domains, and styles: Clarifying the concepts and navigating a path 


















Abstract: To facilitate the use of BCCWJ for writing style studies, we proposed a feature index 
system that characterizes the writing styles of the book samples in the corpus and then, follow-
ing the proposed system, annotated all of the 10,551 samples included in its library subcorpus. 














formality, softness, and spokenness) and assigned a five-dimensional index to each sample based 
on a subjective assessment. For the remaining samples (16%), that is, the samples with a com-
plex text structure or some specific format, we employed a different set of feature annotations. 
This approach allowed a systematic analysis of the diverse writing styles of the samples included 
in the library subcorpus. Statistics such as the number of samples with a specific style feature, 
and correlations between the styles and NDC (Nippon Decimal Classification) categories were 
obtained.
萌芽・発掘型共同研究プロジェクト「テキストの多様性を捉える分類指標の策定」
プロジェクトリーダー　柏野和佳子
（国立国語研究所　言語資源研究系　准教授）
プロジェクトの概要
　コーパスの書籍サンプルに対して文体の特定を可能とし，文体研究などへの有効活用を図
るため，サンプルの分類指標の設計と付与を行った。対象は BCCWJ図書館サブコーパス収
録の全 10,551サンプルである。テキスト構造が単純（例：章節構造）なものと判断した全
体の 8割強に「専門度，客観度，硬度，くだけ度，語りかけ性度」という 5観点による分類
指標を付与した。テキスト構造・紙面形式などの点で上記分類になじまないと判断した全体
の 2割弱に，その特徴を表す「対談，Q&A形式，図解，用語解説」等の分類指標を付与した。
その結果，全サンプルの多種多様な形式の類型ごとの分布や，各類型の NDCごとの頻度を
明らかにした。また，特定の文体的特徴をもつサンプル抽出を実現可能にした。
　さらに，機械学習による自動判定を行った。難易度について人と機械の判定精度が同程度
であることを検証したうえで，BCCWJ全サンプルに自動付与し，コーパス活用性を向上さ
せた。
